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3-2-4 施工計画⁄調達計画 

3-2-4-1 施工方針⁄調達方針 

「モ」国の季節は大きく乾季と雨季に分かれている。雨季は 11 月初旬頃に始まり、3

月下旬頃に終了する。架橋地点までの道路はその多くが未舗装路であり、雨季には路面が

軟弱化するため、現場への資機材輸送が困難となる。また河川が増水することから、河床

に構築される基礎／橋脚の施工は非常に困難であり、雨季に実施可能な工事は制限される。

特にシュエザ橋ではこの両方の影響を大きく受けるため、雨季には工事を休止せざるを得

ない状況となる。これらの状況を考慮して、乾季には基礎工および下部工を施工し、それ

と並行して上部工の桁製作を行い、雨季には桁架設、床版工および橋面工を施工して工事

を完了させる工程を計画する。 

架橋現場は、リクンゴ、クアクア及びシュエザの 3地点に分類でき、2州の広域に分布

している。従って、各現場に等しくアクセスし易く、また通信等の便に良いニクアダラに

拠点事務所を建設し、各現場には出張所を設ける。現場には、コンクリートプラント、資

機材倉庫、駐車場、管理事務所及び RC 杭、桁製作・貯蔵所を備える。材料試験所は拠点

事務所に設けることとする。シュエザ橋の現場事務所については拠点とするニクアダラか

ら遠く離れているため、監理技術者が検査時などに宿泊できるように小規模宿泊施設を設

ける。 

施工体制としては、過去の同様のプロジェクトの経験に基づき、現地が 3個所に分散し

ていることを考え、現地労務者の直接雇用、南アフリカ熟練工による個別施工技術管理及

び日本人・南アフリカ人技術者による全体工種・品質・出来形管理の体制を採用する。 

また、コンサルタントの施工監理体制としては、各現場担当技術者（南アフリカ及びモ

ザンビーク人）及び全体管理としての日本人技術者の配置体制を採用する。 

  

表 3-11 施工業者／コンサルタント施工監理体制 

区分 日本人技術者 技術者 熟練工 労務者 

施工業者 所長 

主任技術者 

施工管理者 

土木技術者（南ア）

測量士（現地） 

測量助手（現地） 

材料検査技師（現地）

一般世話役（南ア） 

橋梁世話役（南ア） 

特殊労務者 

（南ア）

一般労務者 

（現地）

コンサルタント 

施工監理 

常駐監理者 土木技術者（南ア）

土木技術者（現地）

  

 

「モ」国側の実施機関は道路公社（ANE）であり、実施設計、入札及び施工の各段階に

おいて担当する部署は以下のとおりである。 

 

 実施設計：ANE 国道局 橋梁部 

 入  札：ANE 国道局 

 施  工：ANE 国道局 橋梁部 
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3-2-4-2 施工上⁄調達上の留意事項 

  計画の実施に際して留意すべき点を以下に示す。 

 

（1）労務者賃金 

「モ」国における労働法規上で特に他と異なる事柄はないが、最低賃金については物価

上昇に対応して改定されており、注意を要する。 

 

（2）安全対策 

 拠点事務所や現場事務所、鉄筋・型枠加工場および資材置き場には、盗難や事故防止の

ため立入防止柵を設けることとし、事務所の出入り口には警備小屋を設置して警備員を配

置する。警備員は拠点事務所と各現場事務所に必要期間配置し、3交代制の 24 時間体制と

し、盗難防止、要員の安全確保に留意する。 

工事中の事故防止のため、現場サイトについては、一般の車両や歩行者等が工事現場に

進入しないように既設道路と工事現場の間には安全ロープを設置する。また迂回路の外側

は車の走行に適するようには整備しないため、迂回路の両側にも安全ロープを設置する。

通行車両や歩行者に対する配慮として、工事現場手前の既存道路に工事案内や迂回路案内

の標識を立てると共に交通監視員を配置し、注意を促す。 

 

（3）免税措置・税の還付 

資機材輸入時等の免税については、1ヶ月前までに必要書類を揃えて道路公社に提出し、

関係機関が免税措置の手続きを行うことになる。VAT 等の還付は道路公社がプロジェクト

毎に相当額を確保することになっており、財源として道路基金から配分を受ける制度が執

られている。 

 

3-2-4-3 施工区分 

本案件における日本と「モ」国による負担事項の概要は表 3-12 に示すとおりである。

建設用地（桁製作ヤード、現場施設の用地等）は全て相手国側の負担とする。基本的に道

路中心から 30m 区間は道路敷地であるため建設用地として使用できることを確認してい

る。 

現橋撤去に関しては、新設橋梁の路線が現橋上を通る場合は我が国の負担とするが、仮

設橋は再利用するため、「モ」国側が撤去を行う。 
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表 3-12 日本と「モ」国による負担事項 

日本側負担事項 「モ」国側負担事項 

－「基本計画」に示された対象 5 橋梁の架け替

え・新設と取付道路及び護岸・護床工の設置

－現橋または残存構造物の撤去（リクンゴⅢ橋、

シュエザ橋） 

－拠点事務所、現場事務所、施工ヤード等の仮

施設の建設・撤去 

－工事期間中における区域内を通過する一般交

通の安全対策 

－「資機材等調達計画」で示された建設資機材

の調達、輸入及び輸送、調達国への再輸出 

－「施工監理計画」で示された実施設計、入札

図書の作成、入札補助および施工監理 

 

－建設用地、拠点事務所用地の確保 

－仮設橋の撤去（リクンゴⅡ、Ⅲ橋、クアクア

Ⅱ橋）と既設橋の撤去（クアクアⅠ橋） 

－環境管理計画の策定と承認 

－道路・橋梁の維持管理 

－銀行手数料（銀行口座（B/A）開設、支払授権

書（A/P）の手続き） 

－工事に関連する資機材の輸入・購入に対する

「モ」国政府が課す諸税の免税措置と還付 

 

3-2-4-4 施工監理計画 

施工監理は、品質管理、工程管理及び安全管理に対して行う。品質管理は建設材料の品

質及び構造物の施工精度管理を目的とし、メーカーの材料試験証書、現場材料試験、及び

出来高検査により管理を行う。工程管理は、毎週の進捗度検査により、クリティカルな工

事項目を把握し、無償資金協力制度の施工年度内の完成を達成する。問題があればその責

任の所在を明らかにし、施工業者、監理者あるいは相手国に対して改善策を求める。また

コンサルタントは工事進捗状況を道路公社（ANE）、現地 JICA 事務所、日本大使館に直接

報告する。安全管理は施工者に対して雇用労務者への安全教育の実施を求めるとともに、

必要な対策が講じられているか現場視察を行う。 

施工監理体制は工事期間が長期にわたること、及び施工現場が分散していることを勘案

し、常駐の現場代理人及び監理技術者の体制で行う。 

 

表 3-13 施工監理体制 

職 種 国 籍 専 門 備 考 

現場代理人 日本 橋梁 施工期間は現地に常駐し、工事全体の

監理を統括し、各種報告書作成、出来

高管理、文書管理を行う。 

監理技術者  南アフリカ 

モザンビーク 

土木 施工期間常駐、各現場を必要に応じて

巡回し、出来高確認、品質管理及び安

全管理を行う。 
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3-2-4-5 品質管理計画 

品質管理は、建設材料及び製品に対して材料の品質及び製作・架設精度に関して行う。

表 3-14 に管理項目、及び頻度を示す。 

 

表 3-14 品質管理計画表 

種別 項 目 内 容 頻 度 

骨材 粒度、比重、硬さ、安定性 産地毎、250m3毎 

セメント 粒度、比重、強度 メーカー毎、30 トン毎 

鉄筋 強度、曲げ加工性 径毎、ロット毎 

PC 鋼材 強度 ロット毎 

アスファルト 粘度、針入度、軟化点 ロット毎 

材料検査 

盛土材 粒度、比重、含水比、塑性・

液性、締固め、CBR 

産地毎、500m3毎 

生コンクリート 温度、スランプ 施工現場において 5m3毎 

硬化コンクリート 強度、単位体積重量 30m3毎 7/28 日強度供試体を作成 

アスファルト合材 温度、アスファルト量 施工現場において 30 トン毎 

盛土路盤 現場密度 25m2毎 

杭支持層 位置、支持力 位置に関しては全体対象、支持力につ

いては杭群毎に 1箇所 

桁 寸法、直線性 全数 

杭 寸法、直線性 全数 

基礎工・下部工 寸法、位置、高さ 全数 

上部工 寸法、位置、高さ 道路方向 5m 毎 

製品検査 

アスファルト舗装 厚さ，平坦度、高さ 厚さは 100m2 毎、平坦度及び高さは道

路方向 5m 毎 

 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

モザンビーク国においては、橋梁建設に必要とされる主要建設資機材の多くは輸入に頼

っている。国内での生産がなされていないことが主たる理由であるが、品質面での信頼性

で劣る場合も挙げられる。表 3-15 に主要資機材の調達先を示す。 
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表 3-15 建設用資材・機械調達先 

調達先 
項目 

現地 日本 南アフリカ
備考 

［資材］ 

骨材 ○    

セメント ○  ○ 上部工使用分は品質面から南アフリ

カ産を使用 

鉄筋   ○ 現地で生産されていない 

PC鋼材   ○ 現地で生産されていない 

鋼材・鋼板  ○  南アでの価格高騰 

鋼製型枠   ○ 現地で生産されていない 

型枠合板 ○   市中調達が可能 

アスファルト材 ○   市中調達が可能 

石油類 ○   市中調達が可能 

支承・伸縮継手   ○ 現地で生産されていない 

鋼高欄・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ   ○ 現地で生産されていない 

[建設重機・車両] 

道路重機 ○  ○ 一部の重機は南アフリカ調達 

掘削重機   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

起重機   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

杭打機   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

発電機   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

PC工事機器   ○ 現地で良質な機器の調達が困難 

軽機材  ○  価格が安いため購入 

管理車両 ○   輸入品の市中調達が可能 

［事務諸設備］ 

事務機器 ○   輸入品の市中調達が可能 

通信機器 ○   輸入品の市中調達が可能 

家具類 ○   輸入品の市中調達が可能 

コンテナ倉庫   ○ 現地での調達が困難 

試験機器  ○ ○ 現地で良質な機器の調達が困難 
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3-2-4-7 実施工程 

 コンサルタントは「モ」国政府との間でコンサルタント業務契約を締結し、「モ」国政

府に代わって業務実施にあたる。実施設計をはじめるに当たり、2週間ほどの現地調査を

行い、基本設計時には入手できなかった情報（道路整備状況等の調査中のデータ）や、新

たな条件（法律，設計基準の改定等）などの実施設計に考慮すべき事柄を調査する。調査

終了後は速やかにこれらの情報を反映させて設計作業を行う。その後、入札図書の作成を

行い、「モ」国政府が行う入札業務（施工業者の事前資格審査、現場説明、入札、入札結

果の評価等）の補助を行う。実施設計と入札関連の業務期間は約 6.5 ヶ月程度となる。選

定された施工業者は「モ」国政府と工事契約を結び、コンサルタントより発給される工事

着手命令書を受け取り、工事に着手することになる。 

 工事は雨季に開始されることから、杭の製作を開始し、雨季明けから基礎工／下部工の

施工がはじめられる。最大 3 つの現場が稼働するが、雨季の工事が制限されることから、

全ての工事が完了するまでに約 27.5 ヶ月を予定している。 

  

表 3-16 事業実施工程表 

 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

実 

施 

設 

計 

              

 

 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

施 

工 

・ 

調 

達 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

（現地調査）

（国内作業）

（入札関連）
（計 6.5 月）

（工事準備）
（橋梁工事）

雨季 

（計 27.5 月）

雨季 雨季 



 

3-32 

3-3 相手国側分担事業の概要 

 

3-3-1 我が国無償資金協力における一般事項 

- 本計画の実施に必要な用地の確保（道路用地、作業用地、資機材保管用地） 

- 工事着工前の各工事サイトの整理 

- 銀行取り決め（B/A）、支払授権書（A/P）の発行手続き及び費用分担 

- 本計画に係わる日本企業によって「モ」国に搬入される資材、機器等に関する免税措

置、関税手続きの支援 

- 本計画に係わる日本企業によって供給される業務、生産物に対して発生する関税、国

内税等の免税措置 

- 本計画実施に必要な許可、免許の発行 

- 本計画によって建設された施設の維持・管理・保全 

 

3-3-2 本計画固有の事項 

- リクンゴⅡ橋、リクンゴⅢ橋、クアクアⅠ橋、クアクアⅡ橋に架かる仮設橋は、施工

計画及び工事進捗に合わせて、適切な時期に撤去すること。 

- クアクアⅠ橋の既設橋は、工事期間中迂回路として使用するため、新橋建設後に撤去

すること。 

- リクンゴⅡ橋では迂回路設置が困難であるため、上部工施工時における約 1.5 ヶ月車

輌通行止めの措置を取ること。 

- 現場サイトへのアクセス道路において、施工期間中通行可能な路面整備を実施するこ

と（シュエザ橋：ムタララ～シュエザ間）。 

- 本計画実施前までに環境管理計画の承認を得ること。 

- 本計画に関連する道路整備を推進すること（国道 322、 国道 324、地方道 640）。 

 

3-3-3 相手国側分担事業の実施可能性及び妥当性 

3-3-1 項で求められる項目については、無償資金協力事業において一般的に要求される

内容であり、特にこれまで「モ」国で実施された案件で問題となった事項はない。 

3-3-2 項における仮設橋の撤去に関しては、資材の有効利用の観点から所有者に撤去を

求めたものであり、その作業は簡易な機材と人力で実施可能である。また、リクンゴⅡ橋

の車両交通止めに関しては、歩道迂回路を常時確保する措置を取ることを前提としている

ので、その影響は限定的なものと考えている。 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

主要幹線道路の維持管理は道路公社の各州事務所が、入札方式により年度毎・路線毎の

維持管理業務を外部委託している。各事務所は定期的に維持管理水準を検査することにな

っている。本プロジェクトでは現在の道路維持管理業務に含めて以下の点検・保守作業が

必要である。 

 

i) 日常点検・維持 

高欄、ガードレール、排水設備及び洗掘防止工の点検。必要ならばその清掃・補

修工。 

ii) 定期点検・維持 

舗装、コンクリート構造の表面ひび割れ状況の点検を最低 5 年間隔で行う。必要

ならば、補修計画を作成し、補修を行う。 

 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本橋力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、18.26 億円となり、先に述

べた日本と「モ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件に

よれば、次のとおりと見積もられる。ただし、この額は交換公文上の供与限度額を示すも

のではない。 

 

(1) 日本側負担経費 

 

モザンビーク共和国 ザンベジア州・テテ州橋梁整備計画 

（地方橋梁案件） 

概算事業費         約 1,820 百万円   

ザンベジア州・テテ州 5 橋梁（総延長 約 397m） 

費  目             概算事業費（百万円） 

施設 橋梁工 

下部工 

上部工 

護岸工 

取付道路工 

1,663

実施設計・施工監理 157

 

(2) 「モ」国負担経費   1,190.7 千メチカ（約 560 万円） 

① 既設橋梁撤去費    212.6 千メチカ（約 100 万円） 

② 仮設橋撤去費    467.8 千メチカ（約 220 万円） 

③ 銀行手数料の負担    510.3 千メチカ（約 240 万円） 



 

3-34 

(3) 積算条件 

① 積算時点  ：平成 17 年 10 月 

② 為替交換レート ：１US$  ＝ 110.42 円 

：1 メチカ ＝ 4.70 円 （0.0047 円） 

※ 上記に示す現地通貨のレートは本文中で用いているものであり、平成 18 年 1

月に 1/1000 に切り下げられた単位を基に算出している。（ ）内の値は積算時

点のレートを示している。 

③ 施工・調達期間：詳細設計、工事の期間は、施工工程に示したとおり。 

④ その他：積算は日本政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする。 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトで整備された新橋本体及び取付道路の付帯施設に対しての主な維持管

理業務は、表 3-17 に示す日常点検、清掃、補修であり、維持管理費（年平均換算）が約

748 千メチカ（約 3,516 千円）と推定される。この金額は、道路公社の予算（2005 年度、

道路基金及び政府資金）1,963,179 千メチカの 0.04%であり、十分な維持管理の実施が可

能と判断される。 

 

表 3-17 主な維持管理業務            （単位：メチカ） 

項目 頻度 点検部位 作業内容 概算費用合計 

（年換算） 

備考 

橋面排水 堆砂除去 107  排水溝等の

維持管理 

年 2回 

側溝 〃 107  

道路の維持

管理 

年 2回 路肩・法面 除草 343 設計数量の

2%の復旧を

見込む。 

高欄の維持

管理 

5 年に 1回 リクンゴⅡ

/Ⅲの高欄 

ペンキ塗装 4,540  

護岸と護床

工の点検・補

修 

洪水時 

（2 年 1 回

想定） 

護岸・護床 損傷個所の修理 708,871 設計数量の

10%の復旧を

見込む。 

舗装の維持

補修 

5 年に 1回 舗装表面 ｵｰﾊﾞｰﾚｲ、ｸﾗｯｸ、

ﾎﾞｯﾄﾎｰﾙ等の補修

33,991  

合 計    747,959  

 

 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

モザンビーク政府の負担事項として、3-3 に述べたとおりであるが、これ以外に計画橋

梁の位置する道路の整備は事業効果を高めるために不可欠な要素である。特にシュエザ橋

については現在の道路整備状況が雨季の通行に耐えられない状況にあるため、この道路の
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整備計画の進展を確認して対応する必要がある。 

 

現在設置されている仮設橋の撤去は工事の進展に応じて行われる必要がある。各橋梁に

よって時期が異なるため、モザンビーク側との連携を密に取ることが肝要である。 

 

環境管理計画の作成は「モ」国側において作成されているが、特にその中で労務者の管

理（HIV 対策等）がアフリカ諸国における事業実施に強く求められている。また、工事期

間中は労務者が集団として移り住むことになるため、地域社会との摩擦が発生することが

危惧される。従って環境管理計画の内容の理解とその遵守を徹底する必要がある。 

 

現橋位置に新橋を施工する場合、現行交通に対する迂回路の設置が必要である。リクン

ゴⅢ橋及びシュエザ橋については現行交通に対応して交通路を確保する必要がある。 
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プロジェクトの妥当性の検証 
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第４章 プロジェクトの妥当性の検証 

 

4-1  プロジェクトの効果 

本プロジェクト実施により期待される効果は下記の通りと考えられる。 

 

表 4-1 プロジェクトの効果 

現状と問題点 協力対象事業での対策 直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

・橋梁の破損、老朽化

が著しく、落橋の危

険性がある。 

・雨季の出水により

通行止めとなる期

間がある。 

・通行車両の重量制

限がある。 

・地方の経済活動が

阻害されている。 

・橋梁の架け替え、ま

たは新設 

・通行の安全性が高

くなる。 

・雨季の通行止めが

解除される。 

・車両制限が緩和さ

れる。 

・安全で円滑な輸送

路が確保される。

・ 主要国道への連結

により市場圏が拡

大し、地方産業が活

性化する。 

・ 州都への交通利便

性が向上し、厚生医

療施設・教育施設へ

のアクセスが容易

となる。 

・ 地方の経済活動を

活性化する。 

 

事業効果確認に関しては、継続して交通量調査を行うことが簡潔な方法である。ベース

ラインサーベイとして実施した交通量調査は各橋梁架橋地点（5 箇所）で平日と週末の 2

日間実施している。調査結果は付属資料に添付した。 

 

4-2  課題・提言 

 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題 

本プロジェクト実施の効果を確実なものとするため、以下の課題が解決されるべきであ

る。 

 

（1）対象橋梁を含む道路の改修、維持管理 

対象事業は点での改修であり、線としての道路の改修が伴わなければ事業効果は大きく

達成されない。“Roads Ⅲ”においてはそのフェーズⅠが 2006 年に終了予定であり、国道

322 号線、324 号線及び 640 号線の改修はフェーズⅡ以降に予定されている。この事業の

実施資金にはドナーからの援助資金が想定されているが、現時点ではそのドナーは未定で

あり、「モ」国政府の早急な対応が望まれる。 

 

（2）セナ鉄道計画の進展・協調整備 

ザンベジ川右岸を走るセナ鉄道は、インド民間資本及び IDA 融資によりその改修事業が

開始されており、2009 年完了を目指している。国道 322 号線はセナ鉄道と並行しており、
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鉄道改修事業実施においてはアクセス道路として重要な役割を果たすこととなる。鉄道改

修事業の進展に対応して道路整備が実施されなければならず、その調整は不可欠である。 

 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

本案件は単独で実施可能であるため、橋梁整備に関しては特に他ドナーとの連携は必要

としない。しかし、既存道路の路面は悪く、雨季には車両の通行が困難となる箇所もある

ため、橋梁整備だけでは道路網としての機能を十分できるとは言えない。従って路線全体

の整備が必要であり、他ドナーの協力・援助等によって道路整備が行われればより円滑な

交通が確保され、地域社会の活性化に貢献することが出来る。 

 

4-3  プロジェクトの妥当性 

対象路線の 2 次幹線道路は地方の生産物を消費地である都市部へ輸送する重要な路線

であり、地方の経済活動の活性化に大きく寄与することが期待される。しかし、路線上の

橋梁は、内戦による破損や洪水による落橋、または老朽化によってその機能を損なってお

り、輸送の妨げになっている。これらの状況より本プロジェクトの緊急性は高いと考えら

れ、また、「モ」国の道路・橋梁整備計画“Roads Ⅲ”においても整備の優先度が高いと

位置付けられている。しかし、改修事業に必要とされる資金力や技術力を勘案すると「モ」

国単独による事業の実施は困難であると思われ、日本の無償資金協力によって資金、技術

面で協力することは意義のある支援であると考える。 

本案件は我が国の無償資金協力の制度で実施可能な橋梁整備であり、これらの橋梁は

「モ」国の国家計画“Roads Ⅲ”に組み込まれている改修計画路線の一部である。事業実

施による直接効果は、通行の安全性の向上、雨季の不通期間の解消、重量制限の緩和が挙

げられる。その裨益を受ける対象範囲は架橋地点周辺地域の一般住民であり、裨益人口は

約 551,000 人になる。また架橋地点では、事業実施による住民移転はなく、周囲に保護対

象となる動植物もいないため、環境社会面で負の影響は無い。本案件実施後、橋梁の維持

管理は道路公社が行うことになるが、その実施には特別な技術は不要であり、既に実施さ

れている道路維持管理業務に含めることができる。維持管理に必要な費用は約 748 千メチ

カ／年と、道路公社の予算 1,963,179 千メチカの 0.04%であり、財政的にも十分に実施が

可能である。 

以上の観点より、本案件は無償資金協力による協力対象事業として妥当であると判断で

きる。 

 

4-4  結論 

本プロジェクトは、前述のごとくの効果が期待されるとともに、道路改修工事が同時に

なされれば、地方住民の BHN としての生活・産業インフラが構築されることになる。従っ

て、このプロジェクトに対して、我が国の無償資金協力を実施することの意義は大きいと

判断される。さらに、本プロジェクトの維持管理に対しては特別な予算あるいは技術を必

要とせず、現在通常に行われている道路の維持管理業務に組み込むことにより実行可能で

ある。 
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ANEと新道路セクター整備戦略について事業内容確認

ANEからの2車線要請について対処方針会議　（マプト泊）
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Mr. Albano Stunguane  村評議員（シレ川近郊） 

 

 



 

4. 討議議事録（M/D） 
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4-2 概要説明時（平成 18 年 6 月 15 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 



 

5. 事業事前計画表（基本設計時） 

1． 案件名 

モザンビーク共和国 ザンベジア州・テテ州橋梁整備計画基本設計調査 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

モザンビーク共和国（以下「モ国」という）は、内戦後の国土復興の中長期国家計画として、

国家再建計画を策定し、それを実施してきている。再建計画の目標には、国家レベルでの社会・

経済のネットワークを再構築する、都市部と農村部の経済的結びつきを強化し貧困の軽減を図

る等が挙げられている。目標達成には輸送能力の改善が大命題であるとし、これまで援助国・

機関の協力を得て道路及び沿岸海運の整備が実施され、成果を上げてきた。現在、2000 年に立

案された道路・橋梁整備計画“Roads Ⅲ”に沿って、これらの施策を 2001 年から 2010 年の 10

年間に渡って実施すること決定している。この 10 カ年計画の中で「モ」国政府は道路網の定期

的な維持管理および優先度の高い道路・橋梁の改修を行うこととしており、本案件はこの対象

路線上に架設される橋梁である。 

現状の既設橋は、内戦時の破壊や老朽化により橋桁・橋脚の破損や鉄筋の露出等が見られ、

構造物としての機能を欠いている状況であり、現在これらの地点では仮設橋による渡河や河床

内の通行が行われている。河床を通行している地点では雨季になると２ヶ月程度の通行止めを

強いられる。また、これらの橋梁が架設されている道路は、都市部に繋がる 1 次幹線道路と地

方とを結ぶ主要な 2 次幹線道路であり、この路線の安定的な通行は、地域の経済活動に対して

大きな役割を果たすといえる。 

本プロジェクトは、主要な 2 次幹線道路の安全かつ安定的な交通を確保して道路網としての

機能を改善させ、沿線地域の経済活動の活性化に資するものである。 

 

3． プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

1 次幹線道路に接続する国道 322 号線、324 号線及び 640 号線上の安全で安定的な交通が確

保される。 

裨益範囲：ザンベジア州国道 324 号線周辺のオリンガ、ムクベラ、国道 640 号線沿線沿線

のモペイア、ルアポ、テテ州国道 322 号線沿線のドアの各地域 

裨益人口：約 551,000 人（2005 年現在） 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 国道 322 号線、324 号線および 640 号線が整備される。 

イ 国道 322 号線、324 号線および 640 号線上の 5橋梁が架け替えられる。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 内戦による破損や老朽化している橋梁を新しく架け替える。 

イ 橋梁および取付道路の盛土区間を保護するために護岸・護床工、排水溝を設置する。 

ウ 道路・橋梁の維持管理体制を整える。 

 



 

 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側（=本案件）：無償資金協力 18.89 億円 

イ 「モ」国側： 

・ 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額     ：0.06 億円 

・ 本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費：0.04 億円 

（年間換算） 

(5) 実施体制 

主管官庁：公共事業・住宅省（MOPH） 

実施機関：道路公社（ANE） 

 

4． 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「モ」国ザンベジア州・テテ州国道 322 号線、324 号線及び 640 号線 

 

(2) 概要 

  本無償資金協力により整備される施設は以下の 5橋梁である。 

番号 橋梁名 橋長(m) 路線番号 改修方法 

1 リクンゴⅡ橋 50.26 国道 324 号線 仮設橋部の架け替え 

2 リクンゴⅢ橋 80.70 国道 324 号線 架け替え 

3 クアクアⅠ橋 110.90 国道 640 号線 架け替え 

4 クアクアⅡ橋 44.30 国道 640 号線 架け替え 

5 シュエザ橋 110.90 国道 322 号線 新設 

 

(3) 相手国側負担事項 

・ 仮設橋の撤去（リクンゴⅡ、Ⅲ橋、クアクアⅠ、Ⅱ橋） 

・ 現橋撤去（クアクアⅠ橋） 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 18.95 億円（無償資金協力 18.89 億円、「モ」国負担 0.06 億円） 

 

 

(5) 工期 

詳細設計、入札期間を含め約 38 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

  特になし。 

 

 



 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

・ 「モ」国内の政情・治安が悪化しない。 

・ 想定外の自然災害が発生しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 2005 年時点 2010 年計画 対象橋梁 

重量制限の解除 車両重量は 25ton に

制限されている。 

通行できる車両重

量の制限が緩和さ

れる。 

リクンゴⅡ、Ⅲ橋 

クアクアⅠ、Ⅱ橋 

不通期間の解消 雨季の出水による約

2 ヶ月間の通行止め

となっている。 

雨季の通行止めが

解除される。 

シュエザ橋 

 

(2) その他の成果指標 

   特になし。 

 

(3) 評価のタイミング 

2011 年 3 月（施設完成後 1年経過後） 
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7. その他の資料・情報 
7-1 交通量調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 7-1-1 交通量（平日及び週末の２日間） 
リクンゴ橋 クアクア橋 シレ橋 ズワズエ橋 シュエザ橋 

区  分 
平
日 
週
末 
合
計 
平
日 
週 
末 
合 
計 
平
日 
週
末 
合 
計 

週 
日 

週 
末 

合 
計 
平
日 
週
末 
合
計 

乗用車類 2 5 7 1 2 3 11 8 19 32 21 53 0 3 3 

小型貨物車 23 14 37 3 2 5 2 3 5 6 15 21 10 2 12 

小型バス 9 5 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

バス 0 3 3 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 

貨物車・2軸 15 16 31 1 5 6 5 2 7 3 7 10 17 8 25 

貨物車・3軸 0 3 3 0 1 1 2 7 9 0 6 6 1 0 1 

自転車・バイク 200 240 440 427 508 935 343 317 660 2,024 2,834 4,868 194 244 438 

歩行者 170 208 378 412 488 900 322 310 632 1,051 699 1,750 208 237 445 

その他 0 0 0 16 4 20 4 9 12 0 0 0 0 1 1 

合  計 419 494 913 860 1010 1,870 691 656 1,347 3,116 3,582 6,698 430 495 925 

 
 

調査状況（ズワズエ橋） 交通状況（リクンゴⅡ橋）



 

7-2 測量調査結果 

本調査では、対象橋梁と現況の道路状況を把握するため及び河川の状況を明らかにするために

地形測量、道路及び河川の縦・横断測量を実施し、各橋梁について平面図、縦断図、横断図面を

作成した。これらの測量には、トータルステーション・GPS 測量機器を使用して実測した（写真

-1）。 

各架橋地点には、基準点となる仮ベンチマーク（各橋梁２箇所）を調査団の指示の基、設置し

た。ベンチマークは見通しが良く、不動な場所にコンクリート杭にて設置・埋設した。（写真-2）。 

全７橋梁のベンチマーク座標を下表に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
写真-1 GPS 測量機器（リクンゴⅡ橋） 

写真-2 ベンチマーク（シュエザ橋）    

 
表 7-2-1 各橋梁のベンチマーク座標 

橋梁名 BM Ｘ Ｙ Ｚ 

BM1(ｷﾘﾏﾈ側) -8090931.00 -295467.42 29.184 リクンゴⅡ 

BM2(ﾏｶﾝｼﾞｬ側)  -8091092.00 -295777.80 29.450 

BM3(ｷﾘﾏﾈ側) -8091121.10 -295831.13 28.894 リクンゴⅢ 

BM4(ﾏｶﾝｼﾞｬ側) -8091195.60 -295951.85 28.090 

BM1(ﾑﾀﾗﾗ側) -8068197.3 -748131.42 34.230 シレ 

BM2(ﾓﾙﾝﾊﾞﾗ側)  -8068199.2 -748391.96 34.024 

BM1(ﾓﾍﾟｲｱ側) -8009547.80 -786833.28 18.040 クアクアⅠ 

BM2（ﾏﾛﾒｳ側） -8009393.90 -786672.91 17.764 

BM3(ﾓﾍﾟｲｱ側) -8008493.10 -786114.57 17.125 クアクアⅡ 

BM4（ﾏﾛﾒｳ側） -8008395.80 -786063.61 18.276 

BM1(ﾑﾀﾗﾗ側) -8068202.70 -721523.48 44.728 ズワズエ 

BM2(ｼﾚ側) -8068121.80 -721603.85 43.838 

BM1(ﾑﾀﾗﾗ側) -8174005.7 -660936.38 156.082 シュエザ 

BM2(ﾃﾃ側) -8174059.7 -660714.88 160.113 

 
各架橋地点の測量平面図の結果（ベンチマークを含む）を下図に示す。測量対象範囲における、

既存の橋梁構造物、樹木、住宅・建物等についても位置・サイズを詳細に測量し、地形図にマッ

ピングしている。 

 



 

・リクンゴⅡ橋 

既存橋

ベンチマーク BM2 

ベンチマークBM1

仮設橋



 

・リクンゴⅢ橋

仮設橋 
（一部既存橋）

ベンチマーク BM3 

ベンチマーク BM4 



 

・シレ橋 

ベンチマーク BM2 

ベンチマーク BM1 



 

・クアクアⅠ橋 
 

 

ベンチマーク BM1

ベンチマーク BM2 

仮設橋

既存橋



 

・クアクアⅡ橋 

 

仮設橋 

ベンチマーク BM2 

ベンチマーク BM1 



 

・ズワズエ橋 

 

仮設橋

ベンチマーク BM1 

ベンチマーク BM2 



 

・シュエザ橋 

 
 

既存カルバート 

ベンチマーク BM2 

ベンチマーク BM1 

大木 



 

7-3 地質調査結果 

 地質調査は、橋梁基礎形式の検討、支持層の検討及び確認に必要な地質・地層状況を把握する

ために、ボーリング掘削、標準貫入試験、土質資料採取及び室内試験を実施した。これらの試験

により、基本設計に必要となる土質断面図、土質柱状図、土質室内試験結果が収集された。各橋

梁のボーリング結果を次頁に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-3 ボーリング調査・掘削機械        写真-4 採取資料



 

・リクンゴⅡ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=8090911、Y=295503 EL=24.5 

 
 

BH1 



 

・リクンゴⅢ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=8091107、Y=295852 EL=25.6 

BH2 X=8091158、Y=295931 EL=24.6 

BH3 X=8091189、Y=295909 EL=24.2 

BH3 

BH2 

BH1 



 

・シレ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=-8068161、Y=-0748395 EL=34.30 

BH3 X=8068161、Y=-0748182 EL=34.00 

 

BH1 

BH3 



 

・クアクアⅠ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=-8009559、Y=-0786831 EL=18.10 

BH2 X=-8009424、Y=-0786690 EL=18.00 

 

BH1 

BH2 



 

・クアクアⅡ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=-8008446、Y=-0786099 EL=17.90 

  

  
BH１ 



 

・シュエザ橋 
BH.No ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ座標 標高(m) 

BH1 X=-8174030、Y=-0660885 EL=154.10 

BH2 X=-8174017、Y=-0660816 EL=152.50 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

BH1 

BH2 



 

7-4 階級分析手法（橋梁優先度判定） 

 調査対象橋梁について階級分析手法（Analytic Hierarchy Process: AHP）にて優先度判定を行

った。下表にその結果を示す。 

 AHP は様々な評価属性を持つ評価対象の優先度を判定する手法の一つであり、評価属性（開発

計画、社会開発状況、交通量、既存橋梁の状況等）及び評価対象（各橋梁）をそれぞれ 1 対 1 の

相対評価を行いそれら相対評価の合成として優先順位を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 重要度付けの評価基準

当核道路の
開発計画

社会開発計
画における
位置づけ

社会経済状
況

交通量
（現地調査結果）

既存橋梁の
状況

固有ベクトル
評価基準
の重み

1.000 2.000 2.000 3.000 1.000 1.644 0.298

0.500 1.000 1.000 2.000 0.500 0.871 0.158

0.500 1.000 1.000 2.000 0.500 0.871 0.158

0.333 0.500 0.500 1.000 0.333 0.488 0.089

1.000 2.000 2.000 3.000 1.000 1.644 0.298

5.517 1.000

(2) 各評価規準における重要度

評価基準 1: 当核道路の開発計画

橋梁名 リクンゴ II リクンゴ III クアクアⅠ クアクア Ⅱ シレ ズワズエ シュエザ
固有ベクト
ル

各橋梁
の重み

リクンゴ Ⅱ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 1.000 1.000 1.369 0.176

リクンゴ Ⅲ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 1.000 1.000 1.369 0.176

クアクア Ⅰ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.333 0.333 0.456 0.059

クアクア Ⅱ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.333 0.333 0.456 0.059

シレ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 1.000 1.000 1.369 0.176

ズワズエ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 1.000 1.000 1.369 0.176

シュエザ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 1.000 1.000 1.369 0.176

合計 7.756 1.000

評価基準 2: 社会開発計画における位置づけ

橋梁名 リクンゴ II リクンゴ III クアクアⅠ クアクア Ⅱ シレ ズワズエ シュエザ
固有ベクト
ル

各橋梁
の重み

リクンゴ Ⅱ 1.000 1.000 3.000 3.000 0.500 0.500 2.000 1.240 0.160

リクンゴ Ⅲ 1.000 1.000 3.000 3.000 0.500 0.500 2.000 1.240 0.160

クアクア Ⅰ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.333 0.500 0.483 0.062

クアクア Ⅱ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.333 0.500 0.483 0.062

シレ 2.000 2.000 3.000 3.000 1.000 1.000 2.000 1.842 0.238

ズワズエ 2.000 2.000 3.000 3.000 1.000 1.000 2.000 1.842 0.238

シュエザ 0.500 0.500 2.000 2.000 0.500 0.500 1.000 0.820 0.106

合計 7.951 1.000

評価基準

当核道路の開発計画

社会開発計画における位置づけ

社会経済状況

交通量（現地調査結果）

既存橋梁の状況



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上表結果より、シレ橋が最上位、続いてリクンゴⅡ及びⅢ橋、ズワズエ橋、シュエザ橋、クア

クアⅡ、クアクアⅠ橋の順位になった。 

評価基準 3: 社会経済状況

橋梁名 リクンゴ II リクンゴ III クアクアⅠ クアクア Ⅱ シレ ズワズエ シュエザ
固有ベクト
ル

各橋梁
の重み

リクンゴ Ⅱ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 2.000 3.000 1.768 0.228

リクンゴ Ⅲ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 2.000 3.000 1.768 0.228

クアクア Ⅰ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.500 1.000 0.566 0.073

クアクア Ⅱ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.500 1.000 0.566 0.073

シレ 1.000 1.000 3.000 3.000 1.000 2.000 3.000 1.768 0.228

ズワズエ 0.500 0.500 2.000 2.000 0.500 1.000 2.000 1.000 0.129

シュエザ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.500 1.000 0.566 0.073

合計 8.001 1.000

評価基準 4:  交通量（現地調査結果）

橋梁名 リクンゴ II リクンゴ III クアクアⅠ クアクア Ⅱ シレ ズワズエ シュエザ
固有ベクト
ル

各橋梁
の重み

リクンゴ Ⅱ 1.000 1.000 3.000 3.000 0.500 1.000 2.000 1.369 0.176

リクンゴ Ⅲ 1.000 1.000 3.000 3.000 0.500 1.000 2.000 1.369 0.176

クアクア Ⅰ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.500 0.500 0.512 0.066

クアクア Ⅱ 0.333 0.333 1.000 1.000 0.333 0.500 0.500 0.512 0.066

シレ 2.000 2.000 3.000 3.000 1.000 2.000 2.000 2.034 0.262

ズワズエ 1.000 1.000 2.000 2.000 0.500 1.000 2.000 1.219 0.157

シュエザ 0.500 0.500 2.000 2.000 0.500 0.500 1.000 0.820 0.106

合計 7.835 1.000

橋梁名 リクンゴ II リクンゴ III クアクアⅠ クアクア Ⅱ シレ ズワズエ シュエザ
固有ベクト
ル

各橋梁
の重み

リクンゴ Ⅱ 1.000 1.000 1.000 0.500 0.333 1.000 0.500 0.701 0.090

リクンゴ Ⅲ 1.000 1.000 1.000 0.500 0.333 1.000 0.500 0.701 0.090

クアクア Ⅰ 1.000 1.000 1.000 0.500 0.333 1.000 0.500 0.701 0.090

クアクア Ⅱ 2.000 2.000 2.000 1.000 0.500 2.000 1.000 1.346 0.174

シレ 3.000 3.000 3.000 2.000 1.000 3.000 2.000 2.284 0.294

ズワズエ 1.000 1.000 1.000 0.500 0.333 1.000 0.500 0.701 0.090

シュエザ 2.000 2.000 2.000 1.000 0.500 2.000 1.000 1.346 0.174

合計 7.780 1.000

(3) 優先度判定結果

当核道路
の開発計
画

社会開発
計画におけ
る
位置づけ

社会経済
状況

交通量
（現地調査
結果）

既存橋梁
の
状況

0.298 0.158 0.158 0.089 0.298

0.176 0.160 0.228 0.176 0.090 0.156 2

0.176 0.160 0.228 0.176 0.090 0.156 2

0.059 0.062 0.073 0.066 0.090 0.072 7

0.059 0.062 0.073 0.066 0.174 0.096 6

0.176 0.238 0.228 0.262 0.294 0.237 1

0.176 0.238 0.129 0.157 0.090 0.151 4

0.176 0.106 0.073 0.106 0.174 0.142 5

評価基準 5 : 既存橋梁の状況

優先度

シュエザ

評価基準

橋梁名

リクンゴ Ⅱ

リクンゴ Ⅲ

クアクアⅠ

クアクアⅡ

シレ

ズワズエ



 

7-5 水文解析結果 

 

（1） 河川状況 

本調査における架橋位置は、キリマネ北部に位置するリクンゴ川水系とザンベジア州南部のザ

ンベジ川水系に分けられる。次表に示す通りである。 

 

 表 7-5-1 橋梁架橋位置 

橋梁名 州 現状 横断河川名 南緯 東経 標高 備考 

リクンゴ川水系 

リクンゴⅡ ザンベジア 仮設橋 L=40m リクンゴ 17:15:27 37:04:35 27m  

リクンゴⅢ ザンベジア 仮設橋 L=40m リクンゴ 17:15:20 37:04:49 28m  

ザンベジ川水系 

クアクアⅠ ザンベジア RC 橋 L=90m クアクア 17:59:37 35:42:06 18m 分水河川 

クアクアⅡ ザンベジア 仮設橋 L=30m クアクア 17:59:02 35:42:29 16m 分水河川 

シレ ザンベジア フェリー横断 シレ 17:27:32 35:20:20 30m  

ズワズエ テテ 仮設橋 L=30m ズワズエ 17:27:42 35:05:12 50m 分水河川*) 

シュエザ テテ  シュエザ 16:30:37 34:30:26 150m  

*) ズワズエ川は、乾季はザンベジ川の分水河川であるが、雨季にはシレ川からの水が流れ込みザンベジ川方向に流れが変わる。 

 

（2） 設計降雨強度 

 架橋地点における近年 10 年の降水量から、設計降雨強度を計算した結果を次表に示す。 

 

表 7-5-2 設計降雨強度 

場 所 100 年確率 50 年確率 10 年確率 

テテ周辺 185mm/日  161mm/日  114mm/日 

ムタララ周辺 102mm/日 94mm/日 74mm/日 

モクバ周辺 153mm/日  141mm/日  118mm/日 

 

 

（3） 水文解析結果 

各対象橋梁における水文、河川の検討結果を次頁に示す。ズワズエ橋架橋地点は洪水時には

架橋付近一帯が河川になると考えられることから河川幅を特定できないため、表中の流量は現

河道での最大値を表記している。 
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